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施策名

チームプレーヤー

文化祭・エコラーニング

全国各地の高等学校

アクション

ターゲット 全国の高等学校の生徒、地域の子ども達など

レスポンス
(削減量/登録数)

◆高等学校のクラブ活動の中に「チーム・マイナス6%」に
取り組むクラブを創設し、その輪を広げようという試み

■チーム・○○県活動推進委員会は、都道府県の教育委員会に働きかけ、
各地域の高等学校にTM6クラブの創設を協力依頼

■実施マニュアル、エコ活用アイデア集などを関係先に配布

■各高校のHPなどでのPR、自治体広報誌、

｝TM6の普及
TM6実践者の広がり ×約5,500校

(全国にある高等学校数)

×約5人
(1校でのクラブのメンバー予想/推定) 約27,500人

TM6クラブ高校生参加者予測数(推定)

展開案④ 連携施策案Ｄ
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施策名

チームプレーヤー

サッカー草の根活動

Jリーグ＋エコ活動を既に実施しているサポーターズ・クラブ
チーム・○○県活動推進委員会

アクション

ターゲット 全国のJリーグファン、サッカー関係者、地域の子ども達など

レスポンス
(削減量/登録数)

◆Jリーグの中で、行われ始めたリユース・カップなどのエコ活動を
より多くのサッカー・ファンに広める

■TM6実施本部、TM6ブロック担当は、Jリーグやエコ活動を既に実践しているチームや
サーポーターズクラブに協力を依頼

■チーム・○○県活動推進委員会は、地元にあるJ1J2チーム、サポーターズクラブ、
スタジアムなどへエコ活動を協力を呼びかけます

■実施マニュアル、エコ活用アイデア集などを関係先に配布

■Jリーグ、J1・J2各チームのHPなどでのPR

｝
延べサッカーサポーター兼TM6サポーター予測数(推定)

リサイクル活動
TM6の普及
TM6実践者の広がり

平均125466人
(昨季のJ1J2の年間観客動員数)

×31チーム
(J1J2の合計チーム数)

約1,500,000人

展開案④ 連携施策案Ｅ
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施策名

チームプレーヤー

アクション

ターゲット

レスポンス
(削減量/登録数)

展開案④ 連携施策案Ｆ

地球市民村参加NPO/NGO連動企画

地球市民村参加NPO/NGO
チーム・○○会ﾘｰﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

■各団体の会員情報誌などで、TM6参加への呼びかけ

■ガールスカウト少女会員に対して、TM6参加を呼びかけ、実践したことと
バッチ獲得を連動させる

■環境団体を中心に、地球市民コンセプトブック「私にできることはなんだろう。」の
読み聞かせの会の実施

■自然エネルギー推進市民フォーラムの協力のもと、エネルギー教育の実施

■CO2削減についての具体的なアイディアを提供
＜運動推進協力先:中部リサイクル運動市民の会など＞

■プロオーシャンアスリート・荒木汰久治氏による、移動環境教室

各NPO/NGOの会員、各地域の子どもから大人まで

オイスカ:約8,000人～12,000人
ガールスカウト:約53,000人 など

オイスカ : 開発途上国の農村地域を中心とした「人づくり」協力を活動の基本とし、1961年の発足以来、農業の改良や普及などの活動を通じて、途上国の食糧増産、貧困削減に尽力しているNGO 
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施策名

チームプレーヤー

チーム・マイナス６％チーム員社会科見学

全国のチーム員企業＋全国各地の小中学校

アクション

ターゲット 全国のチーム員企業＋全国各地の小中学生・先生

◆小中学校の総合学習の時間を活用し、企業が取り組んでいる環境活動を社会化見 学を
通じて子供たちが学習。環境問題を考える“気づき”を与える。
普段積極的に伝えにくい環境保全活動を企業としてPRでき、また学校は授業内容に困ってい
る総合学習にテーマを与えることが出来、そして企業現場でどのような環境に対しての取り組
みが行われているかをリアルに児童生徒、個人チーム員に伝えることが出来る。

■チーム・○○県幹事会は、チーム員企業に働きかけ、社会化見学の協力を依頼。
また都道府県の教育委員会に働きかけ小中学校への社会科見学の参加を依頼。

■各学校のHPで紹介、自治体のHP、広報誌等で取り上げる。

展開案④ 連携施策案Ｇ
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①まず簡単な事で良いので取り組むこと
（または、すでにやっていることをわかりやすく取り上げること）

②それを成功体験として、活動推進委員会が広報すること

県単位チームの県全域での
活動促進するために必要なこと

ブロック担当のミッション

◎「地域」の有力なステークホルダーを繋ぐ体制づくりのコーディネート

・県単位チームの活動情報が地域の記者クラブや一般媒体に定期的に配信されるための広報ノウハウのサポート
・県単位チームの活動情報を集約するリレーション機能と体制づくり
・実施本部からのＰＲメッセージ・ＰＲツールを県単位チームの活動推進委員会から各ステークホルダーに配信する機能と体制づくり
・県単位チーム員からの情報を実施本部にリレーションする機能と体制づくり

・県単位の活動を推進する活動推進委員会の結成（活動推進委員会を作ることを前提に場を設ける。関係作りのサポート
・活動推進委員会からのトップダウンアプローチが有効な地域のステークホルダーにチームへの参加を呼びかける（団体チーム員拡大）
・各ステークホルダーがチーム員になることで、ＰＲのタッチポイントが増強
・「地域」の「地球温暖化防止活動」の推進母体として期待されるＮＰＯ・ＮＧＯ、地縁組織との協力関係の強化

◎リレーション機能と体制の整備と広報ノウハウのサポート

同時に実施本部から、イベント情報・実施ノウハウを、速やかに各県の活動推進委員会に伝授する

九州・沖縄

北海道

東北

関東

中部

関西

中国・四国

⑤チーム・マイナス6%ブロック担当の新設

・全国を7ブロックに分割。各ブロック毎に事務局員を配置。・
地域のステークホルダーをネットワークキングするコーディネーター
として機能させる

重点課題④重点課題④

個々の活動をチーム・マイナス6%の
活動として束ねる支援体制整備

個々の活動をチーム・マイナス6%の
活動として束ねる支援体制整備

展開案⑤ チーム・マイナス6%ブロック担当の新設

都道府県センター、及び活動推進委員会をタイムリーに、バックアップするために、
チーム・マイナス6%事務局の中に全国7ブロックの担当を新設する

・地方環境事務所設置地域にブロック担当を開設
（①北海道、②東北、③関東、④中部、⑤関西、⑥中国・四国、⑦九州・沖縄）

・各ブロック毎に、チーム・マイナス６％事務局員をブロック担当として配備（顔が見えるアプローチ）

⑤ チーム・マイナス６％ブロック担当新設
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8.「効果測定の実施」について

計画詳細篇
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137詳細篇① 調査票

既に以下の4種類の調査に関しては、平成18年度に集中的に取り組む取組１、４、５の内容を中心に充実させた
“個人調査”、そして“企業・団体”調査、そしてそれぞれのチーム員調査を準備済。

個人調査 企業・団体調査

一般個人 チーム登録個人 一般企業・団体 チーム登録企業・団体

調査内容

サンプリング

サンプル数

対象者

調査目的

調査手法

普段の生活における地球温暖化防止活動の実践
度を測定する。

全国の１０歳以上の一般男女

調査会社所有のインターネットパネル（全国で会
員数約４万名）から無作為抽出

インターネット調査

１２００人

主な調査項目

・各エネルギー使用商品の消費実態（エアコン/電化

製品／シャワー／自動車など）

・地球温暖化問題および温暖化に関するトピックの

認知／理解度

・６つの取り組みに関する個々の実践状況の把握

・チーム・マイナス６％に関する参加実態等の把握

日常の業務における地球温暖化防止活動の実践
度を測定する

全国の一般企業、従業員数50名以上

調査会社所有のビジネスマンモニター

インターネット調査

回収数：1000件

主な調査項目

・チーム・マイナス６％に関する参加実態の把握

・ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握

・オフィスでのエアコン／クーラーの使用状況の把握

・温暖化防止対策活動の実践状況の把握

普段の生活における地球温暖化防止活動の実践
度、チームの活動状況を測定する。

チーム・マイナス６％個人登録者

チーム・マイナス６％個人登録者

インターネット調査

個人登録者のメール配信希望者の中の返信者

主な調査項目

・各エネルギー使用商品の消費実態（エアコン/電化

製品／シャワー／自動車など）

・地球温暖化問題および温暖化に関するトピックの

認知／理解度

・６つの取り組みに関する個々の実践状況の把握

普段の生活における地球温暖化防止活動の実践
度、チームの活動状況を測定する。

チーム・マイナス６％企業・団体登録者

チーム・マイナス６％企業・団体登録者

インターネット調査

メール配信による調査の返信者

主な調査項目
・ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握

・オフィスでのエアコン／クーラーの使用状況の
把握
・温暖化防止対策活動の実践状況の把握


